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人・農地プラン策定に向けた図面作成について紹介します

川崎町，水土里ネットみやぎ

内容：農家台帳の所有者・耕作者情報とアンケート結果を，水土里情報で整備した
農地筆に取り込み，人・農地プランの策定に向けた地域の状況の地図化を
行った。

経緯：①農家台帳とアンケートによって得られた現状を，地域での話し合いを通じ
て，今後の担い手・農地集積のあり方を進めて行くため，分かりやすい地図
化が必要となった。

②アンケート結果や地域での話し合いの情報を，今後も効率的な管理や更
新を図るため，水土里情報システムに取り込み図面を作成した。

取組概要

今回紹介する団体：

現状把握

年齢分布

後継者の有無 耕作者別の状況

担い手の集積状況
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人・農地プランの策定に向けた地図化によって，地域の現状を見える化するこ
とができるほか，市町村の担当者自らが情報の更新が行えるようになる。

アンケート内容の汎用化を図り，他の市町村での活用を推進する。

今後の活用予定

取組による効果

■お問い合せ先

宮城県土地改良事業団体連合会 技術部 農村整備一班 022-263-5817（直通）

・アンケート結果が地図化されたことにより，地域でも共通した現状の把握がで
きる。これにより，地域での話し合い時間が従来の半分となり，全体で１２時間
の短縮が想定される。

・作成した図面を基に，地域の話し合いを通じて，人・農地プランが実質化され，
将来の地域の姿の「見える化」が図れる。

・水土里情報システムを活用することで，情報の更新や予測ができる。

ＧＩＳエンジン：ＧＩＳＡｐＷｅｂ（水土里情報システム）

ＧＩＳシステムのバージョン情報

年齢分布（現在） 年齢分布（１０年後）

耕作者別の状況（現状） 耕作者別の状況（集積予測）
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農業水利施設保全管理システムの取り組みについて紹介します

栃木県、水土里ネットとちぎ

内容： 従来、農業水利施設保全管理システムで利用していた簡易Webシステムの
代替として、ArcGIS Onlineを導入し、関係市町、土地改良区への一般公開を
実施した。

経緯： 栃木県では『農業水利施設保全管理指針』に基づき、保全管理年次計画を
作成し、県内の農業水利施設の保全管理対策に努めてきた。

システム改善のため、関係市町、土地改良区にアンケート調査を行い要望

の多かった機能の充実を図った。検索機能の強化等はArcGIS Onlineで実現
可能なためシステムを更新し、システムを揃えたことで、レイヤの共有が容易
となり、蓄積されたデータを有効に活用できる。

今回紹介する団体：

該当する施設のフィルター検索

各種条件による絞り
込みが可能

ベースマップの変更

背景を衛星画像等に変更可能

計測機能

任意の面積、距離等を計測

施設の諸元

諸元や全景写真を表示

システム強化の内容

取組概要
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・システムに掲載される施設情報、掲載方法等については、アンケート結果をもと

に更新・改良を図る。

・本システムは、iPhone・Android対応しており、施設管理や作付け作物調査等、

現地調査業務での活用を予定。

取組による効果

■お問い合せ先

栃木県土地改良事業団体連合会 事業部 情報管理課 028-660-5704 

ArcGIS Online

ＧＩＳシステムのバージョン情報

年次計画対象施設
は全景写真を掲載

データベースから各種検索

①. システムの更新により様々な条件による検索が容易となる。

②.現地調査を行う際、モバイル端末を利用することで、土地勘のない技術者が、

現在地とため池との位置関係を容易に把握できるようになった。googleマップ

に連携しルート検索を利用することで、半日程度要していた調査時間が３時間

程度に短縮され、効率的な現地調査が実施できた。

googleマップによる
施設までのルート案内

今後の活用予定
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土地改良区の施設管理台帳における占用物件台帳について紹介します

水土里ネット富山、県内土地改良区

内容： 県内の土地改良区では、農業水利施設、農道など土地改良区の管理施設
について、施設管理台帳をＧＩＳを活用して構築・運用を行っている。その一方
で、指定河川、国県道等を横断、占用する箇所についても対象箇所をＧＩＳで
構築するとともに、過去の申請資料、添付図面をスキャン・ファイリングしてＧＩ
Ｓと紐付けし、占用許可更新事務の効率化に活用を図っている。

経緯： 土地改良区の占用更新事務は、河川占用で10年、道路占用で5年の頻度で
許可申請を国土交通省地方整備局、県土木部等に提出する事務をルーチン
ワークとして実施している。土地改良区の統合整備等に伴い土地改良区の管
轄エリアが増加するとともに、占用許可に関する事務件数も増加してきた。ま
た従来、紙ベースで処理してきた図面についても、多くの占用物件がある中
で効率的に検索、事務作業を行うことが求められた。以上を踏まえ、占用物
件に関する台帳構築を推進した。

取組概要

今回紹介する団体：

（農業用水路の道路占用箇所）

取組による効果

取り組み前の占用箇所の情報は、Excelの一覧表、占用物件毎の紙図面のみ

で、占用物件の位置確認、年度毎の申請物件、添付図面の検索、図面作成に
多くの労力を要していた。

占用物件900箇所あまりのＧＩＳ情報と過去の申請書類、添付図面のファイリン
グを紐付けることで、年平均100件程度の占用更新に係る書類作成、現地確認
の業務期間を２週間程度から１週間程度に縮減し、効率的に行えるようにした。

占用許可書(県道) 占用物件ＧＩＳデータ
(箇所ID、河川、道路、占用内容

等)
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GISデータとファイリングデータとの関連付け

土地改良区の統合整備に伴い受益が広範囲となった土地改良区への啓発を
推進し、複合機等で直営でスキャン・ファイリングが可能な土地改良区には、職
員で継続して対応できる手法など、事務効率化を提案していく。

今後の活用予定

■お問い合せ先

富山県土地改良事業団体連合会 事業部管理指導課 （電話番号）076－424－3380

ＧＩＳ 水土里Maps(SISベース SIS 9.0 ActiveX Manageer、Viewer)

ファイリングソフト DocuWorks7.3、9.0

ＧＩＳシステムのバージョン情報

年次による申請予定物件の抽出、データ確認対象箇所データのExcelへのエクスポート
申請・許可後は、順次データを更新

ＧＩＳの位置情報とDocuWorksで
ファイリングしたデータのハイパー
リンクによる関連付け。
・図面の確認、次回申請添付図面
の検索、申請書作成事務
・現地確認用図面の印刷

ＧＩＳ(水土里Maps)
図面(Docuworks)

属性情報

申請書・添付図面
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水土里情報システムを活用した災害復旧における取組みについて紹介します

鳥取県土地改良事業団体連合会

内容：令和３年７月豪雨災害において、ArcGIS Onlineに付属する現地調査アプリ
を利用した災害発生情報の共有化を実施。

災害現場において、スマートフォン端末を利用した位置情報の取得、被災
施設の情報、写真の登録を行うことで迅速な状況把握を実施。

経緯：災害の発生状況下において、少ない人員で多くの現場を迅速に確認、把握
し、その後の作業を円滑に進めるための情報共有が必要になった。

そのため、スマートフォン端末を利用した現地での災害情報の登録、地図
作成による情報共有に取り組むこととした。

取組概要

今回紹介する団体：

（端末入力画面1） （端末入力画面2） （端末入力画面3）

（送信情報の登録状況）
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近年における災害の激甚化、頻発化する現状において、限られた人員体制で
の災害復旧に対応するため、今後も本システムの活用により更なる効率化を図
る。

今後の活用予定

取組による効果

■お問い合せ先

鳥取県土地改良事業団体連合会 技術管理課 0857-38-9500（代表）

災害発生時には、少ない人員で多くの現場を確認するため、紙図面を利用し
た確認では、現地状況や施設位置の整理が煩雑になり、その後の作業への引
継ぎにも支障をきたしていた。

しかし、スマートフォン端末を活用した位置情報の取得や写真の登録により、

正確な災害情報が共有され、端末のルート案内を利用することで、その後の作
業者への引継ぎも容易になった。

また、従来は現地作業終了後の資料整理に半日程度を要していたが、１時間
程度に短縮された。

ArcGIS Online

ArcGIS Survey123（現地調査アプリ）

ＧＩＳシステムのバージョン情報

（ルート案内の利用状況）
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水土里情報を活用したため池台帳システムから位置情報をグーグルマップに取込み
ため池までの経路検索、現地パトロールを実施した事例について紹介します。

内容： 今年度、「佐賀県ため池保全管理サポートセンター」が発足した。県内ため
池の現地パトロールの際、水土里情報を活用して作成した、ため池台帳シ
ステムの位置情報や施設情報をグーグルマップに取込み、スマホ等のデバ
イスを利用。出発地から目的地までの経路を検索し、スムーズにため池に
到着できるシステムを構築した。

経緯： ため池災害を未然に防止するため、ため池管理者への適正な保全管理を
支援、相談対応や現地での技術的な指導・助言等を行う「佐賀県ため池保
全管理サポートセンター」が今年6月水土里ネットさが内に発足した。

対象ため池は、佐賀県内の農業用ため池2,665箇所（令和3年3月末時点）
のうち、下流に被害を及ぼす恐れのある防災重点農業用ため池1,419箇所
である。ため池の約80%が県の西部及び北西部の山間部に集中しており、
地形図や衛星画像から特定できない場所に位置するため池も多数存在す
る。過去にため池点検業務等で現地踏査を行ったが、ため池の位置特定が
困難で、到着までに移動時間が掛かり、日当たりのため池踏査の進捗率が
低かった経験から、今回の試みとなった。

取組概要

今回紹介する団体：水土里ネットさが

ため池台帳システム

ため池の位置情報（ＣＳＶファイル）

グーグルマップに取り込んだため池位置
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ため池台帳システムが保有するため池台帳や現地調査票等をタブレット端末
に取り込み、現地パトロールで活用するとともに、ため池管理者への説明資料
としても活用する。

現地でため池状況確認を行い、その場で情報の更新が可能となるため、効率
的なため池の監視・保全管理が期待できる。

今後の活用予定

■お問い合せ先

佐賀県土地改良事業団体連合会 会員支援課 水土里情報推進室(中井) 0952-24-6474  （直通）

GISアプリ ：グーグルマップ

GISエンジン ：スキャンサーベイVC5 ver5.6.2.0

ＧＩＳシステムのバージョン情報

スマホ目的地案内画面

取組による効果

ため池台帳システムの位置情報や施設情報をグーグルマップに取込み、スマホ
等のデバイスを利用して目的地までの経路を検索することで、スムーズかつ効率
的にため池へ到着できた。移動時間の短縮により、日当たりのため池現地踏査
の進捗率を高めることが可能となった。

ため池踏査完了カ所数を取組前後で比較したところ、移動時間は30分短縮され、
踏査完了カ所は１カ所増加した。

移動 移動 移動

70min 40min 40min

移動 移動 移動 移動 移動

50min 25min 25min 20min 60min

取組前：

取組後：

ため池
①

ため池
②

ため池
③

事務所
ため池

①
ため池

②
ため池

③
ため池

④

事務所
60min

移動

：完了4ヵ所事務所

：完了3ヵ所事務所
（移動：210分）

（移動：180分）

タブレットによる目的地までの経路確認状況
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